
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【第一回「対話の場」終了】 
 4 月 14 日（水）に、はじめての「対話の場」が開かれました。 
「対話の場」とは、文献調査の一環として、町と NUMO が、事業の理解を得るために行うものです。町内
から 20 人が選ばれ、この 4 月から月に 1 回のペースで行われる予定となっています。 
 しかし、「対話」といっても、会則には「地層処分事業等の理解を深めていただく」とあり、地層処分を
進めることが前提となっています。つまり、「地層処分すること自体がおかしい」と意見を言っても、国の
政策に反映されたり、寿都町で始まった文献調査を撤回されたりするような仕組みにはなっていないので
す。 
 参加者も、町が一方的に決めた人たちで、文献調査に反対するメンバーも含まれてはいますが、恣意的な
人選です。たとえば、20 人中、女性は 1 人のみ。年齢も 60
歳以上と思われる人たちばかりで、今後、核のゴミの調査が
進むなかで、関わりが大きくなる若い人たちの姿はありま
せんでした。⽚岡町⻑が行うとしていた公募も行われませ
んでした。 
 さらに、参加者名も公開されず、参加者には議論の内容を
口外しないようにとも求めています。いずれも、とても納得
のいくものとは言えません。一部参加者がこのことを指摘
し、今回の 2 時間の会合は、会則案をめぐる議論で終わり
ました。 
 一部マスコミは、反対した人たちが紛糾させたと報道し
ていましたが、そもそもは、町政を大きく揺るがす核のゴミ
の文献調査を全員協議会という非公開の場で議論し、肌感
覚で住⺠の過半数が賛成していると強弁して応募した⽚岡
町⻑のやり方に問題がありました。文献調査の賛否につい
て住⺠投票を行わなかったツケが現れているのです。 
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